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神奈川県博物館協会研修会にてお話し

　2015 年 9 月 10 日（木）川崎市市民ミュージアムにて開
催されました、神奈川県博物館協会　平成 27 年度第 3 回研
修会にて saveMLAK についてお話しする機会を得ました。
研修会のテーマは「博物館における被災後の救援活動につい
て」であり、私からは saveMLAK の活動を紹介し、そして、
東京工業大学の山田恵美子先生からは大学でおこなってきた
写真洗浄プロジェクトについて御紹介していただきました。
　私からは、成り立ちから現在まで続いている活動状況を概
観し、saveMLAK の Web site をご覧頂きながら私たちが
整理してきた情報をご案内しました。60 分も時間をいただ
くことができましたので、神奈川県の博物館や図書館情報
を実際にお示しし、記載内容などをゆっくりと読みあわせて
いきます。参加者は神奈川県内の博物館等に勤務されている
方々でしたので、中には被災館の救援・復興に携わった方も
おり、Web site に記録されている状況を振り返りながら、
その当時の状況をお話しいただくこともできました。

　また、普段は時間の関係上なかなかご覧いただけない、
Youtube で公開されている saveMLAK メソッドの紹介動
画（10 分間バージョン）を全編ご覧頂きました（https://
www.youtube.com/watch?v=gqbFjT6UNjc）。ちょうど、
県博協でも防災計画を立案している時期であるということ
で、多くの方々が関心を持たれていました。事前に想定され
た予定調和的な訓練でなく、その場その場での判断が必要と
されるメソッドの様子を動画から感じとっていただけた模様
です。これをきっかけに、博物館で初めての saveMLAK メ
ソッドが神奈川県で実現されることを期待しています。

【あこたかゆき】

つかながれインフォプロ 第 27 回

　科学技術振興機構（JST）が発行する『情報管理』2016
年３月号に、小村愛美さんが執筆された saveMLAK の被災
地支援活動の紹介が掲載されました。次の URL にアクセス
していただければ、どなたでもご覧頂けます。ぜひ、ご一読
ください。

小村愛美「つながれインフォプロ　第 27 回」, 情報管理 , 
Vol. 58(2015), No. 12, P. 929-931

http://doi.org/10.1241/johokanri.58.929

saveMLAK 会計 2016 年 1・2 月期会計報告
収入
　グッズ売上	 ¥7,500	エル・ライブラリー
　受取寄付金	    ¥500	個人
　受取利息	        ¥1	みずほ銀行決算利息
　　計		  ¥8,001
支出
		         ¥0
2 月末現在　残高
	      　¥751,987　（前月比　＋ 8,001 円）

【ファンド係：赤塚 昌俊】

Meetup 開催報告と予定
2016 年 2 月 17 日　第 59 回 saveMLAK Meetup を実施。
2016年3月23日　第60回saveMLAK Meetupを予定。

編集後記にかえて
　saveMLAK ニュースレター 44 号の発行が、くしくも、
東日本大震災の発災からちょうど 5 年という節目の日の発
行となりました。今回お届けした２編も、saveMLAK の継
続的な活動をいま一度振り返り、これからの活動を紹介する
ものです。
　そして、次回の Meetup は第 60 回。規模こそ大きくな
いですが、毎月 saveMLAK の活動に携わっている皆んなと
話し合う時間が続いています。少し活動から足が遠ざかった
かたも、久しぶりに、saveMLAK の Web site をのぞいて
みてください。　　　　　　　【今号編集担当：あこたかゆき】


